
子宮内フローラ検査

子宮内フローラ(細菌叢)のラクトバチルス属菌の占有率を調べる検査

→ 妊娠成績と相関があるといわれている

専門の会社で検査 子宮内フローラの結果により
治療方針を検討

子宮内からサンプルを採取

子宮内の細菌叢（子宮内フローラ）のうち、
ラクトバチルス属菌が優位な状態（Lactobacillus-dominated microbiota：LDM）は、

良好な着床・妊娠成績と関連する可能性が報告されています。


	スライド 24

